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再　び　全　学　に　訴　え　る
－総合人間学部における差別落書きについて－

 京都大学同和・人権問題委員会
　３月３０日（土）と４月１日（月）に総合人間学部A号館の１階と２階男子トイレ個室内で，さらに４月１０日

（水）には同学部A号館１階とE号館横仮設トイレにおいて，同じ人物の手になると思われる差別落書きが発

見された。その内容は主に，特定の個人を名指して被差別部落出身者や同性愛者とし，差別，中傷するもので

ある。その内容と書体から見て，「京大広報」No.５６７号で全学に訴えた差別落書きの書き手と同一人物であると

思われる。大学としては「警告」や「告示」，「京大広報」を通じて差別落書きの非人間性，犯罪性を訴え，書

き手に猛省を促したにもかかわらず，それに対し，悪辣な差別落書きを

もって応えたのには憤りを抑えることができない。ここに差別落書きの

一部を公開する。

　京都大学としては，この差別落書きの書き手の特定を初め，さまざま

な差別解消のため一層の努力を重ねる所存であるが，教職員や学生諸君

にあっても，自らの人権意識の向上に努められるとともに，あらゆる差

別行為に対して毅然たる態度で臨まれることを改めて要望するものである。

　なお，総合人間学部長及び人間・環境研究科長名による４月１日付け

「警告」－資料１－及び４月１１日付け「警告」－資料２－と４月１２日付

け「告示第３号」－資料３－を挙げておく。

名誉博士称号贈呈式

　３月２９日（金）午前１１時から総長室において，研

究科長等関係者出席のもとに名誉博士称号贈呈式が

挙行され，米国フロリダ大学教授プテン- クリシュ

　ラーマチャンドラン　ナイヤー氏に，京都大学名

誉農学博士の称号が贈呈された。

　同氏は，１９７１年にインドパンタナガル農業大学に

おいて農学博士（Ph.D.）の学位を取得し，その後数

カ国において研究員等を歴任された。

資料 2 資料 3資料 1

大学の動き

落書文書（部分・拡大）
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  　また，贈呈式の当日，京大会館において，同氏の

記念講演が行われた。演題は，「アグロフォレスト

リーと２１世紀の熱帯の土地利用」である。

　以下に同氏への贈呈の趣意を紹介する。

　米国フロリダ大学森林資源・保全学部教授プテン-

クリシュ　ラーマチャンドラン　ナイヤー氏は，ケ

ニア国ナイロビの国際アグロフォレストリー研究所

の設立に参画以来，また米国フロリダ大学に移籍後

も，林業と農業・畜産業・水産業を組み合わせて，

土地あたりの総生産力を増加させる持続的な土地利

用システムであるアグロフォレストリーの基礎研究

と応用・実践の結合の重要性を指摘され，いち早く

取り組まれた。また，多年に亘りその基礎研究に優

れた研究業績を挙げるとともに，その応用・実践を

各地で指導され，アグロフォレストリーを体系化し，

これら分野の研究の発展をリードしてきた。

    同氏は，アグロフォレストリーを作物学及び土壌

学の分野から研究を始められ，この手法を熱帯発展

途上国が抱える問題，すなわち人口増加に伴う食料

生産，森林再生，地域生活環境改善に有効だと確信

され，その事例研究と改良，さらには普及・実践を

各地で指導された。その成果は１０編の著書・編書，４７

編の分担執筆，６２編の学術論文として公表され，各

地で展開されるアグロフォレストリー研究・実践の

大きな指針となり，国際的にも高く評価されている。

この功績により米国農業学会国際農学賞，米国土壌

科学学会国際土壌科学賞などが授与された。

  　同氏は，２０００年９月から１２月まで，本学外国人研

究員（客員）として滞在し，この間，大学院農学研

究科の教育・研究に携わるとともに，本学のアグロ

フォレストリー研究，熱帯農業研究の発展に大きく

貢献した。とくに，積極的に論文作成指導を行い，

学生に大きな刺激を与えた。また，大学院アジア・

アフリカ地域研究研究科での地域研究・地域生態研

究についての学術講演会などを行うなど，本学の研

究者や学生に大きな影響を与え，京都大学の研究教

育に大きな功績を残した。

ウイルス研究所長
　下遠野邦忠ウイルス研究所教

授（がんウイルス研究部門（分

子生物学））が，伊藤維昭ウイル

ス研究所長の任期満了に伴う後

任として，４月１６日付けで任命

された。任期は平成１６年４月１５

日まで。 

（再任）
再生医科学研究所長
　山岡義生医学研究科教授（外科系専攻器官外科学

講座（器官外科学））が，４月９日付けで再生医科学

研究所長に再任されもした。任期は平成１５年３月３１

日まで。

部局長の交替等
　（新任）
薬学研究科長・薬学部長
　橋田　充薬学研究科教授（医

療薬科学専攻薬品動態医療薬学

講座（薬剤学））が，中川照眞薬

学研究科長・薬学部長の任期満

了に伴う後任として，５月１日

付けで任命された。任期は平成

１６年４月３０日まで。 

アジア・アフリカ地域研究研究科長
　加藤　剛アジア・アフリカ地域

研究研究科教授（東南アジア地

域研究専攻地域進化論講座（比

較社会学））が，田中二郎アジア・

アフリカ地域研究研究科長の任

期満了に伴う後任として，４月９

日付けで任命された。任期は平成１６年４月８日まで。
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　２１世紀の幕開けと共に，２０世紀社会が解決できず

に積み残した人類的課題が地球環境問題である。地

球規模の問題から地域レベルの問題まで，課題の内

容は複雑多岐に渡っている。地球環境問題は，科学

の対象としての側面と，問題を解決するべき実践的

側面を持ちあわせている。第一の側面からは，地球

環境問題の複雑性と広がりを従来の基礎科学の上に

立って展望し，学問としての先見性と深淵性を持っ

た新しい「地球環境学」を開拓しうる高度な研究者

の養成が要請される。第二の側面からは，地球環境

を持続可能な形態で改善維持経営する能力を有し，

地球レベルと地域レベルの具体的問題を解決しうる

高度な実務者が必要となる。

　そこで，研究組織として学際領域の融合性及び流

動性を確保するため「地球環境学堂」が，教育組織

として総合的かつ高度な能力をもつ人材養成を持続

させるため「地球環境学舎」が，また，教育・研究

支援組織として「三才学林」が，それぞれ４月１日

設置された。

　「地球環境学堂」では，地球文明理論の研究から最

先端科学技術にわたる広範な分野に立脚する地球環

境学を開拓するため，固有教官，流動教官，協働教

官及び客員教官が結集し，「地球益」，「地球親和」，

「資源循環」に従って，それぞれ，「地球益学廊」，

「地球親和技術学廊」，「資源循環学廊」を構成して

いる。

　「地球環境学舎」では，新しい「地球環境学」を

開拓しうる高度な研究者を養成する「地球環境学専

攻」及び地球レベルと地域レベルの具体的問題を解

決しうる実務者を養成する「環境マネジメント専攻」

の２専攻で構成している。

　「三才学林」では，国際セミナーや国際学術誌の編

集を行うことにより，「地球環境

学堂」と「地球環境学舎」を有機

的に連携させる。

　以上のように，大学院地球環境

学堂・学舎では，研究組織，教育

組織及び教育・研究支援組織を分

立した独自の構成をもちながら，

地球環境学の研究・教育に対する

学内のほとんど全ての専門部局，

さらにはＮＰＯ，国際機関など多

様なセクターとの連携体制も指向

している。また，既存の関連諸科

学とは大いに異なる，融合型学問

研究を実現させるための全学的な

プロジェクトの遂行を可能とする

仕組みを，検討しているところで

ある。

 （大学院地球環境学堂・学舎）
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　４月１９日（金）午前１０時から，地球環境学舎の入学

式が来賓出席のもとに，京大会館にて挙行された。

　入学式は，学歌斉唱（京都大学合唱団協力）に続 

いて，「総長のことば」として尾池和夫副学長から挨

拶があり，午前１０時２０分に終了した。

　今年度の入学者数は次のとおりである。

 （大学院地球環境学堂・学舎）

化学研究所に寄附研究部門を設置

　化学研究所に寄附研究部門「プロテオームインフォマティクス（日本 SGI）研究部門」が，４月１日に設置

された。

　概要は次のとおりである。

　１　部局名　化学研究所

　２　名　称　プロテオームインフォマティクス（日本 SGI）研究部門

　３　寄附者　日本エス・ジー・アイ株式会社

　　　　　　　　代表取締役　和　泉　法　夫　

　４　寄附金額　総額 120,000,000 円（分割納付）

　５　設置期間　平成１４年４月～平成１７年３月（３年間）

　６　担当教員　助教授相当　馬見塚　拓，助手相当　山口　敦子

　７　研究目的

　　　　　タンパク質の立体構造，タンパク質間相互作用，タンパク質と低分子の相互作用などに関する大量

データから，創薬をはじめとした産業化へつながる有用情報を見いだす情報処理技術の開発研究を行

う。

　８　研究内容

　　　　　蓄積されつつあるプロテオーム情報を利用し，結合分子／相互作用タンパク質を効率的に探索・発

見するシステムの開発研究を行う。

　９　研究課題

　　　　　ゲノム情報とプロテオーム情報に基づき，相互作用するタンパク質と低分子を効率的に探索・発見

するシステムの開発研究。

地球環境学舎入学式

博士後期課程入学者数修士課程入学者数
専　　　攻

社会人
外国人
留学生

入学者社会人
外国人
留学生

入学者

4421－－－
地球環境学
専　　　攻

－－－4439
環境マネジ
メント専攻

（注）外国人留学生、社会人は入学者の内数
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「行方不明」の楽しみ
  名誉教授　川那部　浩哉

　いつごろ始めたのだろうか，

毎年１～２回の「行方不明」

を。夏と冬とにそれぞれ１～

２週間程度で，場所は決まっ

ていない。どこにいるのかは

誰も知らない。ただ私の方か

ら，毎日電話連絡をして緊急

のことがないかを聞き，それには返事をする。

　似たようなことを始めた年は判っていて，手帳に

よればそれは１９７６年である。ただし，そのころはど

こにいるかを公にしていた。研究室はおろか自宅に

いても，いろいろな用事がつぎつぎにやってきて，

時間がすべて細切れになる。すなわち，ある考えに

没頭したりその結果を書くのに，連続した長い時間

を費やすことが不可能になってきた。いらいらする。

その，いわば「救済策」としてであった。だがその

うちに，旅先まで電話が来るようになる。掛ける人

も一応の遠慮はしてくれるのだが，旅館の１室で何

かに熱中しているときに何度もやられると，いらい

らは解消しない。そこで，どこにいるかを隠密にし

たわけで，「行方不明」と称する所以である。

　「公式」に迷惑をかけたのは，８５年から２年ほどで

あろうか。７０年前後とは比べものにならないが，ま

だ「大学問題」は華やかだったころである。評議員

というのは本来は，大学全体のお目付け役兼最終決

定に参加する一員であって，学部の管理運営には関

係がなくてもよい筈だが，時期が時期だけに学部長

の相談に応じたり，ときには何かをまとめなければ

ならない。「１週間あまり抜けるだけでも困るのに，

どこにいるかも教えぬとは，そりゃきこえませぬ」

ということだったが，学部長寺本　英さんの許しを

得て，事務室にも了解してもらった。毎日当方から

電話連絡をするのは，それ以来のことである。

　ところで１～２週間いるには，安い宿であること

が絶対条件だ。それに，温泉だとたいへん嬉しい。

毎夕同じ料理を食べるのは嫌だから，いくつか食堂

のあるところにしたい。昼に旨いコーヒーは飲めな

いものだろうか。かなりの本は持参するとしても，

何かの折りにふらりと見に行くことのできる，ある

程度の大きさの本屋さんがあると，これは大いに助

かる。こうなると，場所はかなり限定されてくる。

考えてみると，毎年おなじところへ行くわけではな

いものの，ひょっとすると見当ぐらいはつけられて

いるのかもしれない。

　連絡は，可能なかぎり公衆電話からする。最近は，

どこからかけたかが判るような電話が増えていると

聞くからだ。携帯電話は絶対に持たない。ただ昨年，

ある方法を教えて貰った。イー＝メールなら，どこ

にいるかを知られずに受信・発信できるというわけ

である。なるほどと，これは受け入れることにした。

　それはともかく，「行方不明中なら暇だろう」と，

直前に仕事を持ち込まれることが増えてくる。９０年

あたりまでは，大学院生などの論文を見て直すこと

が主だったが，それ以後はさらにいっそう野暮な仕

事も持ち込まれる。すなわち，「行方不明」を企てた

甲斐がだんだん，ますますないことにもなってくる。

　それでも，多くの関係者が書いて呉れた原稿を再

編成して，『博物館を楽しむ』（岩波ジュニア新書）

が作れたのは，この期間が利用できたからだ。「世

界湖沼会議」の基調講演や総括講演の原稿作成や推

敲，集まってきた８００編あまりの講演要旨に目を通

したのも，これなしには成り立たなかっただろう。

　昼のコーヒー屋で，長編の小説や評論を読むのも

楽しみ。次はどんな本を持って行こうかと，「行方

不明」からの帰洛直後以来，それを考え始めている。

（かわなべ　ひろや　滋賀県立琵琶湖博物館長，元

理学部・生態学研究センター教授，平成８年退官，

専門は群集生態学・生物文化多様性論）

 

随想
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気になる予期せぬ樹・木管理
 島田　幹夫

　「洛書」への投稿依頼がきて，面食らってしまった

が，身近な出来事を少し紹介させていただく。「木

質科学研究所」は平成３年の改組以前，「木材研究

所」であった。当時，研究会などで司会者が間違っ

て「材木」研究所の「○○先生」と呼んだために気

を悪くし，「木材研究所です！」と憤慨する愛所精神

豊かな先生もおられたようである。確かに「木材」

と「材木」は似ているが違いはあるのである。しか

しどちらにせよ，ハイテクノロジーから生まれた高

級品とかいうイメージではないかも知れない。「犬

も歩けば棒にあたる」。これはちょっと意味合いは

異なるのだが，「材木」とか「木材」という語がも

たらすイメージは，どうも野良犬に当たってもおか

しくない余りにもありふれた棒切れという一種の偏

見を人の心に植え付けてしまった感がある。しかし，

現実には「木使いの文化」を大いに支えているので

ある。田舎の我が家の近くで建設中の木造家屋は，

ヒノキ材をめぐらし，樹齢２００年を誇るケヤキ材を

大黒柱に使っている。床柱には「杜松」の天然絞り，

床板には花梨の椋材などなど，文字どおり「適材適

所」のコンセプトを実現したこのような木造家屋は，

今では高級品，いや贅沢品ですらある。このような

贅沢品の話はともかく，森林資源の育成，木造家屋

の保存と保護にかかわる研究に従事できることは，

実に素晴らしいことであると自負している。しかし

ながら，地球上の木質資源が枯渇してしまえば，こ

の研究分野もおしまいどころか，それはもはや文明

の危機だと言わねばならない。否，その前に「き遣

いの文化」が崩壊するであろう。そこで，治水涵養

はもちろん地球の二酸化炭素濃度の減少にも貢献す

る植林が，重大な関心事となっていることはここで

申すまでもない。

　実は，ここで紹介したい話というのは，植林をし

ても枝打ちなどの植栽管理ができていないと，病虫

害を受けやすく，ただのデクの棒を生産しているに

過ぎないということである。以前，我が家の周辺に

植林されていたスギの木が台風によって倒され，隣

家に被害をもたらしたことがあった。その杉木立の

所有者はいわゆる町の「有力者」であり，隣人が再

びそのようなことがあっては安心できない旨，伐採

をお願いしたのであるが，なかなか色よい返事をも

らえなかったのである。しかし，まかり間違えばわ

が家も被害をこうむる危険にさらされているわけで，

植林には敬意を表しつつも，ここは何とかこちらの

専門知識（木材腐朽菌の生理学など）を生かして伐

採を了解してもらわなければならない，と説得に掛

け合うことになった。

　病虫害をうけた樹木は強風に倒されやすいので，

まず道路際のスギの木を調べてみると，樹の幹には

明らかに虫害の痕が観察され，その内側は木材腐朽

菌に侵されている可能性が高いものも見つかった。

それに，もともとスギ・ヒノキは根の張り方が浅く，

特に人工林は天然林にくらべ強風に弱いと言われて

いる。実際，奈良春日山台風 7号被害の報道（毎日

新聞）によれば，スギ ･ヒノキの人工林は約３０万本

当たり約４３，０００本の倒木数を記録したのに対して，

天然林は６０万本当たりわずか２３本という調査結果が

出ている。また法律論からすれば，倒木により家屋

の損壊が生じた場合の責任について，民法第７１７条

２項で「竹木の栽植または支持に瑕疵があった場合

に，その占有者（所有者）は損害賠償の責を負う」

と定められている。その判例も調べることができた。

以上の情報と資料をもとに，山林所有者に説明した

ところ，円満に伐採を了解して頂くことができた。

その上，別の山林所有者が，向こう３軒両隣の前に

生えているスギの木１０数本を何も言わなかったのに，

伐採するというおまけまでついた。そんな訳で「木

勉」を弄することもなく，隣家の人々には日当たり

もよくなったと感謝され，悦にいった次第である。

　今，戦後時に植林されたスギの花粉が猛威をふ

るっている。先日のNHKテレビの報道によれば日

本人の１，３００万人が花粉症に苦しんでいるとか。花

粉症は今や深刻な国民病と言われている。やはり，

これらのスギを公益観点から伐採して利用すること

は，ひとつの緊急事項であろう。

　樹木は地球上では最大にして最長の寿命を誇る生

物体。日本人の平均寿命も最長記録を更新中。それ

なのに家屋の平均耐用年数が，その価格に比べ２５年

では余りにも短い。樹木も家屋もそれぞれ植えっぱ

なし，建てっぱなしでは木質資源の危機を招くもの

であり，共に維持・管理することの大切さを痛感す

る。そんなこんなで，「エコロジー」と「エコノミー」

との調和，人間と自然との共生がやはり今世紀最大

の課題だと思うこの頃である。

 （しまだ　みきお　木質科学研究所教授）

洛書
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資料
平成１４年度入学試験諸統計

１.募集人員・志願者数・合格者数・入学者数等調

〔外国学校出身者のための選考の実施結果（外数）〕

入学者数
追　　加
合格者数

入　　学
辞退者数

合格者数受験者数
第１段階選抜
合 格 者 数

志願者数募集人員学部・日程

１３４

５６１７２１７４１８０５５前期（文系）
総合人間
学　　部

５６２１２２１３２２１５５前期（理系）

２２１７８３２０３７１２０後　　期

２２４
１９３５７４５８２５８２１９０前　　期

文 学 部
３１１４２３０３４１７３０後　　期

６３
４３１５０１５０１５６４０前　　期

教育学部
２０９４１４８１７１２０後　　期

３６２１
３２３８２１８３２８３５３２０前　　期

法 学 部
４０１２６３６３４３７２０後　　期

２３９３

１６０６０８６２３６２３１６０前期（一般）

経済学部 ５２２５２２５８３２０５０前期（論文）

３０３８９５７８７２６２０後　　期

３０１
２７１９２１９２９９５６２７１前　　期

理 学 部
３０７９５１,１８４１,２０８３０後　　期

１０６
９４４０１４０９４６７９０前　　期

医 学 部
１２７６１５２２３０１０後　　期

８５
７５２６８２７６２７６７０前　　期

薬 学 部
１０１２６１９５１９５１０後　　期

９５７１
８５９２,４５４２,４７４２,４７６８５７前　　期

工 学 部
９９４１７７８７９５２９８後　　期

３１０１４
２４２７４２７５２７５３２３３前　　期

農 学 部
７１６１２９２６９５４６７後　　期

２,４２４７,５７５７,６７２７,８４５２,３９１前　　期
小　　計

３６５２,９５５４,９５６５,６６１３２５後　　期

２,７８１１９２,７８９１０,５３０１２,６２８１３,５０６２,７１６合　　計

人 人 人 人 人 人 人 人

入学者数合格者数受験者数
第１次選考
合 格 者 数

志願者数募集人員学　　部

２２９１８３７２０名以内法 学 部

４４５１０２３１０名以内経済学部

人 人 人 人 人
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〈工学部・農学部学科別内訳〉

入学者数追　　加
合格者数

入　　学
辞退者数合格者数受験者数第１段階選抜

合 格 者 数志願者数募集人員学部・日程

９５７１８５９２,４５４２,４７４２,４７６８５７前期工学部 ９９４１７７８７９５２９８後期

１８５
１６６４５７４５８１６６前期地球工学科 １９２２８２８３１９後期

８０１
７２２８０２８１７２前期建 築 学 科 ９６５８４８後期

２３５
２１１６７１６７１２１１前期物理工学科 ２４１９２２２４２４後期

１３０
１１７２６３２６３１１７前期電気電子工学科 １３７８９５１３後期

９０
８１２３１２３１８１前期情 報 学 科 ９７２８６９後期

２３７
２１２５７２５７２２１０前期工業化学科 ２５１５２１８０２５後期

３１０１４２４２７４２７５２７５３２３３前期農学部 ７１６１２９２６９５４６７後期

９７１
７８― ― ７５前期資源生物科学科 ２０１９７１９７１９後期

４９１１
４０― ― ３８前期応用生命科学科 ９１４８１４８９後期

３８
２７― ― ２６前期地域環境工学科 １１１６１１６１１１後期

３３１
２５― ― ２３前期食料・環境経済学科 ９１８２１８２９後期

５８１
４５― ― ４５前期森林科学科 １４１８９１８９１２後期

３５
２７― ― ２６前期食品生物科学科 ８４９７７７後期

人 人 人 人 人 人 人 人

２．合格者　最高点・最低点・平均点（総点）調
総　　　　点満　　　点日　　　程学　　　　　　部 平　均　点最　低　点最　高　点

４８８.２６４５２.００６１０.００８００（文　　系）前　期総 合 人 間 学 部 ４３２.１９３８９.００５４８.００８００（理　　系）
４６８.６３４５０.９９５１５.００８００後　　　　期
４３９.６０４０４.７５５５１.５０７００前　　　　期文 学 部 ４６２.０３４４４.２５５１５.００７００後　　　　期
５５７.３４５１１.９１６４３.４１９００前　　　　期教 育 学 部 ５５０.７４５２０.４９６０１.７４９００後　　　　期
４６７.４３４２９.７５５８４.７５７５０前　　　　期法 学 部 ３７７.６４３６４.２５４０７.７５５００後　　　　期
５０７.６２４７６.００６０４.２５８００（一　　般）前　期経 済 学 部 ５１１.８９４４３.２５７２４.５８１,０００（論　　文）
４８５.３３４６１.３５５２７.９０９５０後　　　　期
３７２.６６３２８.００５３７.００６５０前　　　　期理 学 部 ２４１.６３２２５.００２７６.００４００後　　　　期
８７１.６１８１５.５０９９８.００１,２５０前　　　　期医 学 部 １,０１９.８９９９４.１０１,０６４.８０１,４００後　　　　期
５６９.７３５２７.０８６８５.１６９５０前　　　　期薬 学 部 ６０８.８９５７６.２５６６２.２５９５０後　　　　期
５８９.６０５１３.５０７９６.１６１,０００前　　　　期工 学 部 　　　　　　　　　　　後　　　　期

６２３.１７５７５.１６７６５.００１,０５０前　　　　期農 学 部 　　　　　　　　　　　後　　　　期

総　　　点満　　　点日　　　程工学部学科別 平　均　点最　低　点最　高　点
５８６.６５５３２.１６７３２.００１,０００

前　　　　期

地 球 工 学 科
５９１.９４５３８.５８７１３.５８１,０００建 築 学 科
６２０.００５７１.７５７９６.１６１,０００物 理 工 学 科
５７９.１９５２５.０８７１５.３３１,０００電気電子工学科
６０１.３１５４３.５８７８３.８３１,０００情 報 学 科
５６２.１２５１３.５０７２５.７５１,０００工 業 化 学 科
７２８.４２６９０.５０７７６.００１,１００後　　　　期地 球 工 学 科
２４６.８８２１９.５０２７８.００５００（Ａ選抜）後　期建 築 学 科 ３３６.３０３０４.５０３８７.５０６５０（Ｂ選抜）
７３４.９７６９０.５０８２４.５０１,１００

後　　　　期

物 理 工 学 科
６６４.９３５５０.３１９１１.０６１,０００電気電子工学科
２０３.４４１９１.００２３７.００３００情 報 学 科
５６６.８４５３０.００６４９.００１,０００工 業 化 学 科

総　　　点満　　　点日　　　程農学部後期学科別 平　均　点最　低　点最　高　点
４８６.６６４５５.６０５７４.７０８１０

後　　　　期

資源生物科学科
５２３.５５４９８.７３５７１.１６８１０応用生命科学科
５３６.４１４９７.００６０６.５０９００地域環境工学科
５１５.９２４９８.３３５４４.９９８００食料・環境経済学科
４５３.６６４３４.０６５０９.９０８１０森 林 科 学 科
２４０.９７２３５.５５２４８.９０２９０食品生物科学科

点 点 点 点

点 点 点 点

（備考）　１）法学部・経済学部の外国学校出身者のための選考を除く。
　　　　 ２）総点については、前期・後期共合格発表時のものである。
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  ３．志願者・入学者　出身高校等所在都道府県別調

計
学　　　　　　　　　　　部

都道府県
農工薬医理経済法教育文総合

人間

２１５３３４３１２９４３２６２２１１２１４
三 重

近　
　
　

畿

４４４１４４２７２６３２
２６９３９９２１３８２８３３２５６１３１２

滋 賀
５５８２８２１３２５２３１
１,４５２１９５４３８４１７５１５３２０９１５３２２１１０５６

京 都
３１０３１１１５６１２２４３１４９６２８８
２,３８６３５２６７６１０９１１１２８０２８５２４７４９１５６１２１

大 阪
５３５６５１９１２１２０４７５１７４９３５２２
１,４７２１８１４２４４０１２８１８３１８６１５５２７８１６７

兵 庫
３４８３２１２８７２５３１３８５３６１９９
９７１１３０３６７２５４３８７１４０９６４５５２４

奈 良
２４２３１１００６１１１５２７３１２１２７
２３０３２６０８１２２９２１２６８２１１３

和歌山
６４９１８１３６３１２２７３
４７６９１６８２５６４

鳥 取

中　
　
　

国

９１２１２１２
３４４６２３８１６３１

島 根
１３１４３２２１
１９４１７５０９４１１６１３７３１１０

岡 山
４０１４２８１３１８３
２７６２４５６１２１０５３３５３５８２３２０

広 島
５２５１８４３４８１６３
１１７１５３１５５１８１５１０４１０４

山 口
３０２１０３５５１２２
６２１０１６２３６７１０７１

徳 島

四　
　
　

国

１１２５１１２
１５９９５３４３１８２１２５４１２１０

香 川
３７３１７３２７１３１
１２７１３３９４７２５１１１０７６５

愛 媛
２９１１４１２４１４１１
１１７２０２６７６２１９１３３９３

高 知
１５２３１１１１４２
４２４４２１２１１６１７７４２３３４１９４３３５

福 岡

九　
　
　

州

９７１３３３１２１７４４３８１２
６７３２０７１５２７３５５

佐 賀
１２６１３１１
７０４１８３３９１０１３１４５

長 崎
１８２６１２１５１
１１１１０２４４２３１２６１０１１１１

熊 本
２０２７１１３３２１
４５５１０１２７６３６５

大 分
１０１１２１４１
４１１８１２１５５４２２１

宮 崎
１０１１２１２２１
１５３２２２４３１１３３２２１４１３１１

鹿児島
２４４９２２２１２２
３０１８２１４１１１２

沖 縄
３１２
１５３２３１８４９２６３５９１８１１

検　定
１５１２３３３１２
２１１

その他

１３,５０６１,７０７３,４２８４７１６９７２,１６４１,６６９１,２７２３２７９９９７２２
合 計

２,７８１３１０９５７８５１０６３０１２３９３６２６３２２４１３４

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

計
学　　　　　　　　　　　部

都道府県
農工薬医理経済法教育文総合

人間

２１８１９３３７１１６０２５１３１１１９２０
北海道

４０３１１１２３１４３８４
３９５６２１３１５６１

青 森

東　
　
　

北

６１２３
２３１５３３２

岩 手
１１
９１１２１０３３８８１６３１３１５

宮 城
１９４３１２１４２２
２１４４６１２２２

秋 田
４１１１１
２８１３１１６５２５４

山 形
５１１２１
５５４１１６１４７８３１１

福 島
１０３１１１４
１２３１１２９５６２８１１９３１５６

茨 城

関　
　
　

東

２６３８１１４１２５１
６２７４２５１２８５１１２６

栃 木
１１１１２１１４１
８８１１１９４２１５１１５２８１１

群 馬
１６２６１１４１１
１６８２２２１９５４４２４８７１４１４

埼 玉
１８１３１５３１２２
２７４２７４９６９７７４０１３１２２０２１

千 葉
３６３１２１０７３１
９６９１１４１２１３１５５２３１１５９６４３４７６８４

東 京
１３４１５２８４４１７１８１４７１０１７
３４９４８５４８２３８５４６２３１７２１２４

神奈川
５０８１３１４７４５２１５
７８１３１２３６２０１０２３９

新 潟

中　
　
　

部

１６３３１１３１１１２
８３１３１７９２１８６４３７４

富 山
１６４４１１１３２
１２２１０３３５４２１１２１３５１７２

石 川
２２９３２４４
１１２１３２２３５１３１５１６６１２７

福 井
２２３４１３５２３１
３４２６１８７２４４

山 梨
４２１１
１２３２２３１３７２０１２１０２１１５

長 野
２１５７２１２１１２
１６２１７３８８５３６２６１３１７１１

岐 阜
３３３１３２１２２６２２
２５５３０７５１０１３４８２０１４４２０２１

静 岡
５５８２２１５２２１７７
８０５１１１１９２３５３７１４９８０８４２２４８４７

愛 知
１７３２４５７５４２８８２４５１３５

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

（備考）外国学校出身者のための選考を除く。

上段…志願者数
下段…入学者数
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  ４．志願者・入学者　入学資格取得年別調
入　　　　　学　　　　　者志　　　　　願　　　　　者

学　　部 浪　　人現　　役
総数

浪　　人現　　役
総数

１０．３以前卒１１．３卒１２．３卒１３．３卒１４．３卒１０．３以前卒１１．３卒１２．３卒１３．３卒１４．３卒
人人人人人人人人人人人人

総合人間
学　　部

３３３５３７２１３４２８２４３４２１４４７２７７２
検 ２検 ２検 ３検 １検 ６検 １検 １１

４６.３％５３.７％３８.９％６１.１％
４２５８５１２８２２４２４８５１２６６６５０９９９

文 学 部
検 １検 １検 ２検 ６検 ５検 ５検 １８

専 ２専 ２
４２.９％５７.１％３４.９％６５.１％

１５２１３６６３７２１１０４１９５３２７
教育学部 他 １他 １

４２.９％５７.１％４０.４％５９.６％
９１１３１２３２１６３６２４３６４３３４３８３７１,２７２

法 学 部 検 １検 １検 １検 ３検 ６検 ２検 １検 ９
４０.３％５９.７％３４.２％６５.８％

１５７９８１２８２３９５９５１１１２５４２９０５１,６６９

経済学部
検 １検 ２検 ３検 ５検 ２検 ４検 １１検 １３検 ３５

専 ２専 ２
４６.４％５３.６％４５.８％５４.２％

２５１８９８１７８３０１１６１３２１７７５７３１,２２１２,１６４

理 学 部
検 １検 １検 １検 ３検 １２検 ２検 ２検 ３検 ７検 ２６

専 ２専 １専 ３
４０.９％５９.１％４３.６％５６.４％

１５１７３２５１１０６２１６１７５２１３９２７３６９７
医 学 部 検 ５検 ２検 ２検 ９

５１.９％４８.１％６０.８％３９.２％
１６２８５０８５４４１２３５１１７２６３４７１

薬 学 部 検 １検 １検 ２検 ４
４１.２％５８.８％４４.２％５５.８％

２４３４３２７５９０９５７６２４１１５７９２９２,２３９３,４２８

工 学 部
検 １検 １検 ２検 ４検 １検 １検 ４検 ８検 １８

専 ２専 ２
他 １他 １

３８.３％６１.７％３４.７％６５.３％
２３２０１５４１３１３１０９１４４１３９５３７８９６１,７０７

農 学 部 検 １検 １検 ５検 ５検 ２検 ６検 ５検 ２３
５７.７％４２.３％４７.５％５２.５％

４０２４１１８１,０１９１,５８０２,７８１７３５２３５８２１３,７６４７,９５１１３,５０６

合　　計
検 １検 ２検 ２検 ８検 ２検 １５検 ３７検 １５検 ２１検 ３９検 ４１検 １５３

専 ４専 ４専 １専 ９
他 ２他 ２

４３.２％５６.８％４１.１％５８.９％

〔外国学校出身者のための選考に係る入学資格取得年別調（外数）〕
入　　学　　者志　　願　　者

学　　部 浪　人現　役
総　数

浪　人現　役
総　数

１３．３以前卒１３.４～１４.３卒１３．３以前卒１３.４～１４.３卒
人人人人人人

法 学 部
２２２３５３７

他 ２他 ２他 ２他 ３５他 ３７
１００.０％５.４％９４.６％

１３４１２２２３
経済学部 他 １他 ３他 ４他 １他 ２２他 ２３

２５.０％７５.０％４.３％９５.７％

検…大学入学資格検定合格者

専…高等専門学校出身者

他…その他の入学資格取得者



京大広報 2002. 5　No. 568

1272

　教育実習は教育職員免許法により，３単位の修得

が義務づけられている。本学では事前指導として，

実習参加学生に対して例年４月下旬にオリエンテー

ションを２日間行い（教育実習一般，民族教育，障

害者教育，同和・人権教育），更に各教科別に具体

的な事前指導を行って教育実習に臨ませている。本

学では附属学校を有していないため，教育実習は原

則として学生の出身校（高等学校，中学校の何れも

可）の協力を得て行っている。ただし，事情があっ

て出身校で承諾を得られない場合には京都市立学校

（高等学校，中学校，養護学校）に依頼して実施し

ている。

　教育実習は府県により開始時期は異なるが，夏季

休業期間を除いて５月上旬から１１月中旬までの間に

２週間が充てられ，全体の実習が終了した後，１１月

下旬頃に各教科別の事後指導が行われる。

  単位認定は，教育実習校からの「教育実習成績報告

票」，実習生が提出する「教育実習ノート」と事前

及び事後指導の評価を勘案して教育学部において

行っている。

　平成１３年度においては，全国３９都道府県の国公私

立高等学校１２１校，中学校６校，養護学校２校の協力

を得て実施した。

　なお，本年度の特徴として，

１）平成１２年度入学者から適用の新教育職員免許法

適用の教育実習適用者（科目等履修生，大学院生）

があった。

 

２）例年に比較して教育実習参加者が農学部をはじ

め，多くの学部で減少したことがある。これは中

学校免許状取得には，教育実習に加えて７日間の

体験が必要となったことの影響であるとも考えら

れるが詳細は不明である。

３）「介護等体験」制度（中学校普通免許状の取得

希望者に，盲・聾・養護学校で２日間，保育所を

除く社会福祉施設等で５日間，計７日間の体験を

行うことが義務づけられた制度で，京都大学では

２回生から実施可能。）の希望者増大がある。

　特に介護等体験制度適用初年度（平成１０年度後期）

に２名の希望者が，平成１１年度では２１名，平成１２年

度では６１名，平成１３年度では４９名（前期：２８名，後

期：２１名）となった。学生１名について２つの窓口

（特殊教育諸学校と社会福祉施設等）が必要であり，

原則として学生の出身府県での実施を原則としてい

るため，折衝すべき窓口は大幅に拡大した。それば

かりでなく，体験に参加する学生数が増加するに連

れて種々の問題点も指摘され，制度運用に困難を来

している。

　また，本学の現状では教員免許状取得希望者（と

りわけ中学校免許状取得希望学生）把握が困難であ

るため，教育実習及び介護等体験を円滑に運営する

には，各学部・研究科の協力がこれまで以上に重要

となってくると考えられる。

　関係各位のご理解と一層のご協力をいただき，制

度運営にあたりたい。 　（教職教育委員会）

平成１３年度教育実習実施状況について

計
学部・研究科名

区　分
生命情報エネルギー人・環農工薬理経法教文総人

（30）〈７〉
１６８

（３）　 
３

（３）　 
３

（６）　 
２１

（５）〈１〉
２０１

（６）　 
３６４２

　 〈４〉
３３

（７）　 
４３

　 〈２〉
１１参加申込者

（２）　 
８２

（１）　 
１２３

（１）　 
３京都市立中学・高校

２２京都市立養護学校

（２）　 
１０２

（１）　 
１２７

（１）　 
３上記区分終了者

（２８）〈７〉
１５８

（３）　 
３

（３）　 
３

（６）　 
１９

（４）〈１〉
１９１

（６）　 
３４４２

　 〈４〉
２２

（６）　 
４０

　 〈２〉
１１出身中学・高校等

（４）　 
８

（１）　 
１

（１）　 
１

（１）　 
１２

（１）　 
１２取りやめた者

（２４）〈７〉
１５０

（３）　 
３

（３）　 
３

（５）　 
１８

（３）〈１〉
１８１

（５）　 
３３４２

　 〈４〉
２０

（５）　 
３９

　 〈２〉
９上記区分終了者

（２６）〈７〉
１６０

（３）　 
３

（３）　 
３

（５）　 
２０

（４）〈１〉
１９１

（６）　 
３５４２

　 〈４〉
２２

（６）　 
４２

　 〈２〉
９実習終了者

１. 学部，研究科別実習実施校（京都市立校及び出身校）

（注）枠内の（　）は大学院生，〈　〉は科目等履修生で何れも内数。
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苫名　孝　名誉教授

　苫名　孝先生は３月１２日逝

去された。享年７９。

　先生は，昭和２５年京都大学

農学部農学科を卒業，同大学

農学部助手，島根農科大学助

手，山形大学農学部講師，助

教授，教授を経て，同４８年京

都大学農学部教授に就任し，果樹園芸学講座を担当

された。昭和６１年停年により退官され，京都大学名

誉教授の称号を受けられた。この間，昭和５４年から

同５６年まで農学部長として大学の管理運営に貢献

された。また，文部省農学視学委員，文部省大学設

置審議会専門委員，日本学術会議会員などを歴任さ

れた。

　本学退官後は，昭和６１年から近畿大学教授を務め

られ，平成５年から同９年まで同大学生物理工学部

長，同７年から同１１年まで同大学附属農場長を務め

られた。

　先生は果樹園芸学，中でも果実生理学の研究にお

いて優れた研究業績を残され，果実発育・成熟に及

ぼす果実温度の影響，甘ガキの脱渋機構の解明など

に取り組まれた。さらに果樹台木の環境適応性の研

究も手がけられ，果樹産業の発展にも貢献された。

主な著書に『果実の生理』，『果樹生産ハンドブック』，

『青果保蔵汎論』，『園芸ハンドブック』等がある。

　また，園芸学会において副会長・会長，学会雑誌

編集委員長，評議員などの要職を歴任され，さらに，

国際園芸学会日本委員として国際学術交流にも貢献

された。これら一連の研究教育活動，学会活動によ

り，平成１１年５月勲三等旭日中綬章を受けられた。

 （大学院農学研究科）

北村　四郎　名誉教授

　北村四郎先生は，３月２１日

逝去された。享年９５。

　先生は，昭和６年京都大学

理学部を卒業し，引き続き同

大学院で植物分類学を学ばれ，

昭和１８年理学部植物学教室助

教授，同２０年教授となり，植

物学第三講座を担当された。昭和４５年停年により退

官され，京都大学名誉教授の称号を受けられた。こ

の間キク科の分類学研究を行い，良く知られた園芸

品ミヤコワスレの原種であるミヤマヨメナ（属名

Miyamayomena）を始め，多数の新属や新種を発表

された。その一方，我が国のヒマラヤの植物研究の

草分けとして活躍し，アフガニスタン植物誌なども

研究された。戦前戦後を通して採集された多数の植

物標本と貴重な植物分類学関連の書物を京都大学に

寄贈され，後進研究者へ多大な便を与えている。

　先生が執筆された「原色日本植物図鑑」は，戦後

訃報
　このたび， 苫  名  　孝名 誉教授， 北  村  四  郎 名誉教授が逝去されました。

とま な たかし きた むら し ろう

　ここに，謹んで哀悼の意を表します。

　以下に両名誉教授の略歴，業績等を紹介します。

計
学部・研究科名

区　分
生命情報エネルギー人・環農工薬理経法教文総人

（１）〈２〉
７

（１）　 
２１

　 〈２〉
２中学校

（２５）〈５〉
１５１

（３）　 
３

（３）　 
３

（５）　 
１８

（３）〈１〉
１７１

（５）　 
３５４２

　 〈４〉
１９

（６）　 
４２７高等学校

２２養護学校

（２６）〈７〉
１６０

（３）　 
３

（３）　 
３

（５）　 
２０

（４）〈１〉
１９１

（５）　 
３５４２

　 〈４〉
２２

（６）　 
４２

　 〈２〉
９合　　計

（注）枠内の（　）は大学院生，〈　〉は科目等履修生で何れも内数。
 本年度の教育実習は，全国３９都道府県の国公私立高等学校１２１校，中学校６校，養護学校２校の協力を得て，実施した。

２. 校種別実施状況
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お知らせ

日誌 2002.3.1 ～ 3.31

３月１日　同和 ･人権問題委員会

　　５日　評議会

　　〃　　大学院審議会

　　６日　原子力研究整備委員会

　　８日　人権問題対策委員会

　　１１日　学生部委員会

　　１３日　入学者選抜学力試験（後期日程）（１４日

まで）

　　〃　　カナダ　Alan BERNSTEIN 国立健康研

究所(CIHR)長官他1名来学，総長他と懇

談

　　１８日　医療技術短期大学部卒業式

　　〃　　教職教育委員会

　　〃　　動物実験委員会

　　１９日　評議会

　　〃　　新キャンパス・建築合同委員会

 

　　１９日　教育課程委員会

　　〃　　アメリカ合衆国 Lary N.VANDERHOEF

カリフォルニア大学デービス校学長他４

名来学，総長他と懇談

　　２０日　国際交流委員会

　　〃　　国際交流会館委員会

　　２５日　修士学位授与式

　　〃　　博士学位授与式

　　２６日　卒業式

　　２８日　中華人民共和国　WANG Dazhong 清華

大学長他１名来学，総長他と懇談

　　２９日　名誉農学博士称号贈呈式

　　〃　　Bernard BELLOCフランス大学学長会

議第一副議長（ツールーズ第一大学長）

他２名来学，総長他と懇談

文学研究科フォーラム
「京都から世界へ－知の次なる一歩」

１．日　　　　時：６月１５日（土）１３：００～１７：００

２．会　　　　場：京都会館第２ホール（京都市左京区岡崎最勝寺町１３）

３．プログラム：

　　　講演

　　　　ジョン・ローゼンフィールド（ハーバード大学名誉教授）

　　　　　　　「日本文化の転生－重源の事跡」（日本語）

　　　　シンポジウム

　　　　　　　ジョン・ローゼンフィールド

の爆発的な植物愛好ブームを呼び，後年は日中合同

の「原色中国本草図鑑」出版に尽くすなど植物学の

啓発に力を注がれ，また，約３０年間にわたり，生物

学者でもあった昭和天皇の植物学の研究を助け，植

物観察に度々同伴された。

　さらに，京都府や滋賀県の文化財専門委員を努め，

京都市深泥池植物の学術調査などを行い，自然保護

活動にも大きな足跡を残された。

　これら一連の功績により，昭和５２年４月勲三等旭

日中綬章，同６２年京都府文化賞を受けられた。

 （大学院理学研究科）
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平成１４年度創立記念行事音楽会の開催

　本学では、６月１８日の創立記念日を祝し、下記日程のとおり音楽会を開催いたします。本学学生・教職員

の来聴を歓迎します。

　　名　　　称　　 希  生 ・ザイラー　ヴァイオリンコンサート　～情熱的な吟遊詩人～
き お

　　演　奏　者　　希生・ザイラー（ヴァイオリン）

　　　　　　　　　ヴァディム・サラブリアーニ（ピアノ）

　　日　　　時　　６月１４日（金）　開場：午後５時３０分

　　　　　　　　　　　　　　　　　開演：午後６時３０分

　　　　　　　　　　　　　　　　　終演：午後８時３０分（予定）

　　会　　　場　　京都コンサ－トホ－ル（京都市左京区下鴨半木町１－２６）

　　プログラム

　　　《第一部》（約４０分）

　　　　　ヘンデル　　　：ソナタ　ヘ長調　作品１の１２

　　　　　プロコフィエフ：無伴奏ヴァイオリン・ソナタ　ニ長調　作品１１５

　　　　　ブラームス　　：ヴァイオリン・ソナタ　第３番　ニ短調　作品１０８

　　　　　　　　　　　　--- 休憩（２０分間）---

　　　《第二部》（約４０分）

　　　　　チャイコフスキー：メロディ　変ホ長調　作品４２の３

　　　　　クライスラー　　：愛の悲しみ

　　　　　プロコフィエフ　：行進曲

　　　　　シューベルト　　：セレナード

　　　　　エルガー　　　　：愛のあいさつ

　　　　　シューマン　　　：トロイメライ（夢）

　　　　　メンデルスゾーン：５月のそよ風（無言歌集５巻　作品６２より第１曲）

　　　　　J.S. バッハ　　　 ：アヴェ・マリア

　　　　　　　ヴァレリー・ハンセン（イェール大学教授）

　　　　　　　葛　　兆光（清華大学教授）

　　　　　　　中西　重忠（生命科学研究科教授）

　　　　　　　佐々木丞平（文学研究科教授）

　　　　　　　伊藤　邦武（文学研究科教授）

　　　　　　　内井　惣七（a文学研究科教授）

４．定　　　　員：９００人（申込先着順）

５．参　 加　 費：無料（申込はファックス・E-mail・ハガキで）

６．問い合わせ先：文学研究科フォーラム係

　　　　　　　　　TEL 753-7985　FAX 753-2719

　　　　　　　　　E-mail forum@bun.kyoto-u.ac.jp

　　　　　　　　　詳細は文学研究科ホームページをご覧ください。

　　　　　　　　　http://www.bun.kyoto-u.ac.jp/
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編集後記
　アメリカの大学に勤める友人が，「テニュアーが取れたよ」と連絡をくれた。私の専門とあまり関係の

ない彼が勤める小さな大学に特別興味を持つことはこれまでなかったが，送られてきた大学紹介の冊子

を見て驚いた。良く工夫されていて実にわかりやすく，つい読んでしまった。ここ数年，日本の国立大

学の広報誌も大きく様変わりし「つい読んでしまう」ものが増えている。京大は研究熱心ではあるけれ

ど，広報活動にはずいぶんとおっとりしているといわれてきた。しかし，大
�

学
�

経
�

営
�

が現実の問題になり，

情報公開，アカウンタビリティーなど広く社会の理解を得ることが求められている昨今，大学の広報誌

は少なからざる意味を持つ。お気づきの向きも多いであろうが，この春から京大の広報誌には，この「京

大広報」のほかに「� 」（国内向け），「楽友（Raku-Yu）」（外国向け）の２種が新たに加わり，イン

ターネット HPとともに外向けの情報発信基盤ができてきた。京大広報は，すでに三十数年の歴史を持

ち，今後も学内向けの情報誌として受け継がれていくであろう。しかし，この冊子が，忙しい京大の皆

さんの目にとまり「つい読んでしまう」ものに，さらに変わっても良い時期にきているかもしれないと

ふと思う。（師岡記）

くれなゐもゆる

紅　�

　演奏者略歴
希生・ザイラー（ヴァイオリン）

　１９７５年、ピアノデュオとして世界で活躍のエルンスト＆和子・ザイラー夫妻の間に京都

に生まれる。３歳からヴァイオリンを始め、香西理子女史に師事。堀川高校音楽科（現京

都市立音楽高校）で田渕洋子女史に師事。イーストマン音楽大学を経て、イェール大学の

マスターコースを卒業。国際感覚と音楽的素質に恵まれ、ヴァイオリニストとしての研鑚

を積み、将来が期待されている。

　１９９１年から９２年までユニチカの８代目マスコットガールに選ばれ、ウィーンやケニアな

どのロケに訪れ、ポスターやカレンダーなどで一躍その可憐な容姿が有名になった。

　１９９３年渡米。１９９４年から９８年まで大同生命のCMにヴァイオリニストとして出演。１９９５

年ニューヨーク州のイーストマン音楽大学に入学。アスペン音楽祭でドロシー・ディレイ

女史に師事したのを機に、１９９６年シンシナティ音楽大学に移り、全額奨学生として女史の

もとで研鑚を積む。同年は、札幌で開催された音楽祭「PMF」で　コンサートマスターを

つとめる。１９９５年から９７年まで、アスペン音楽祭に参加。１９９９年１０月、第１回スーパーク

ラシックオーディション‘ヴァイオリン部門’第２位受賞。

　イェール大学にてアキ・ショウコ女史のもと、２０００年５月マスターズ・ディグリーを取得

して卒業し、６月に日本各地でデビューリサイタルを開いた。２００１年１月にはチャーター

ドサーウイヤーの室内楽コンクールで優勝。

　現在、イギリスのギルドホール音楽院の奨学生として、デヴィット・タケノ氏について

研鑚を積んでいる。リサイタル、室内楽コンサート、オーケストラ共演など欧米で活躍中。

ヴァディム・サラブリアーニ（ピアノ）

　１９７５年ロシア・サンクトペテルブルクに生まれる。カナダのトロント音楽院にてマリーナ・ゲリンガス女史に師事。カナダ国立放送、

ロイヤル・トンプソンホール、グレングールド・ホールなどにて多くの演奏会に出演。後、アメリカに移り、ニューヨーク市とその近郊

リンカーンセンター、アリスタリ・ホールなど度々演奏会に出演。

　ジュリアード音楽院にて、オクサーナ・ヤブロンスカヤ氏に師事し、バァチュラー及びマスター卒業。さらにイェール大学にてボリス・

ベルマン氏に師事、２０００年６月ドクター卒業。

　　備　　　考　1. 入場無料（入場の際は、本学学生証または職員証を呈示してください。）

　　　　　　　　2. プログラムは当日会場で配布します。

　　　　　　　　3. 定員は１，６００名先着順とします。演奏中は入場できません。

　　　　　　　　4. 問い合わせ先：学生部学生課課外教養担当　℡ 内線２５１１


